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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、時間知覚、時間印象、意
識の時間相、感覚間情報統合など、心的時間
に関わる複数の事象を、相互関連的、多感覚
的に捉え、実証的知見をもとに、心的時間に
関する包括モデルを提示することである。 
このため、構成員は、心的時間に関し、知

覚と感性の両分野にまたがって研究を行う
ことができる者とし、視覚、聴覚、運動感覚
の領域において研究を展開している研究者
とした。研究方法については、心理物理学、
認知科学、感性印象、生理学（事象関連電位）
など、多様なアプローチを取ることとし、進
め方については、各自がそれぞれの研究を推
進するとともに、報告会・研究集会を通して
議論を重ね、互いの成果に対し理解を深め、
相補的に研究を行うとともに、情報を収斂さ
せて、モデル構築をめざすこととした。 

 

２．研究の進捗状況 

各研究者は時間知覚の伸張、同時性判断、
リズムキープ感、意識の時間相、感情と時間
等のテーマで研究を進め、その成果を積極的
に公表するとともに、集会等の機会を通して
相互理解を深めており、順調に進捗している。
以下に研究の一部を要約する。 

(1) 時間知覚の変動要因 

時間知覚の伸張に及ぼす、対象の運動速
度・運動印象・速度印象・加速度・運動方向
（奥行き方向）の影響を、多様な刺激（運動
刺激＝grating、plaid 刺激、ランダムドット、
走行姿勢等と、静止刺激＝走行姿勢、幾何学
的形状、モーションライン、モーションブラ
ー等）、ならびに多様な測定法を用いて、体
系的に調べ、物理的速度だけでなく、相対的

な知覚速度や速度印象、さらには対象の意味
性によって、影響を受けることを明らかにし
た。低次から高次まで、多様なレベルでの時
間知覚のモデルを構築中である。 

(2) 同時性判断 

 同時性判断の現れ方や精度、許容幅を、多
様な状況において明らかにした。すなわち、
奥行きに依存した知覚の順序効果、視聴覚情
報の同時性判断における知覚と感性での許
容幅の違い・両刺激への注意分割の影響、フ
ラッシュラグ現象での視覚と体制感覚の相
互作用、知覚運動協応場面における時間精度
に影響する手の運動情報と視覚情報の一貫
性等である。同時性・継時性判断を通して、
情報統合の基盤となる時間について考える。 

(3) 意識と時間 

 対象の外見の判断が後で与えられた情報
によって変容する現象を通し、「今」、「そこ」
にある対象の判断を支える時空間メカニズ
ムの一端を明らかにし、意識と時間との関係
を考察した。 

(4) 拍の分割とリズムキープ感 

 リズムが等間隔に保たれている印象を与
える拍分割は、演奏テンポによって現れ方が
異なることを示し、分割部分の過大評価では
説明が出来ないことを指摘した。また、拍分
割を含むフレーズ聴取時の事象関連電位を
測定し、ミスマッチに反応する脳活動が分割
タイプによって異なることを示した。これら
の知見は、聴覚ならびに感性情報処理での時
間特性や、時間知覚の文脈依存性の点から、
考察の視点を与えるものである。 

(5) 情動と時間知覚 

快不快刺激と時間知覚の関係を、連続フラ
ッシュ抑制法を用いて検討し、無意識レベル
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でも不快刺激の提示時間は長く知覚される
ことを明らかにした。時間知覚に対する情動
の影響を示す知見である。 

(6) 印象の時間相 

 絵画の美しさや静けさ、顔の魅力度や好ま
しさなどの印象が、いつ生起するのかに関し、
刺激呈示時間を変数に、印象評定を用い、印
象形成の時間相を調べた。その結果、好みの
判断は対象に依存すること、空間周波数など
の低次レベルから意味などの高次レベルま
で、諸要因が独立して判断に影響することを
明らかにした。 

 

３．現在までの達成度 

① 当初の計画以上に進展している。 

（理由) 

 各構成員の研究は順調に進んでおり、その
研究成果は、国際誌を含む 26件の投稿論文、
国際学会を含む 53 件の学会発表、2 冊の単項
本などに結実している。 

また、構成員が核となっての学会フォーラ
ムの開催や、共著の出版計画も行われ、それ
らは各自の研究成果を示す機会としてだけ
でなく、各自の成果を収斂させ、モデル構築
に向けての議論の場ともなっている。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 構成員の一名が異動により参加できなく
なったが、担当していたテーマ（意識と時間、
感覚間相互作用）については他の構成員がカ
バーして進めていく。また、今後は各自の研
究の進捗に加え、これまでの知見の整理を行
い、研究の相互性を意識し、モデル構築に向
けていっそう、情報の収斂をはかっていく。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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